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自主調査 調査結果概要 
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東日本大震災当時に5歳～15歳だった若者に対する調査 

 
2021年 3月 

 

 

 

１．調査実施の概要 

●調査地域  岩手県・宮城県・福島県 

●調査方法  インターネット調査（インターネットリサーチモニターに対するクローズド調査） 

●調査対象  15 歳～25歳までの男女モニター 

          （東日本大震災発生当時に岩手県・宮城県・福島県に居住していた人） 

●有効回答  岩手県・宮城県・福島県 各 100サンプル割付回収（全 300サンプル回収） 

●調査内容  当時の居住地の状況／被害状況／災害への備え／家庭で震災について話す機会 

          震災への関心／情報源／経験や教訓の風化 など 

●調査期間  2021 年（令和 3年）2月 24日（水）配信開始～2月28日（日）調査終了 

●調査主体  株式会社サーベイリサーチセンター 

  ＳＲＣ情報総研 

●監修・協力  東北大学 災害科学国際研究所 准教授 佐藤翔輔 

 

 

２．回答者のプロフィール 

  ※回答条件：東日本大震災発生当時に岩手県・宮城県・福島県に居住しており、現在 15 歳～２５歳の人 

 

 

３．本資料の見方 

●nと表記がある数値は、構成比（％）算出の基数（調査数）である 

●構成比（％）は、小数点第二位を四捨五入しており、合計が 100％にならない場合がある 

●M.A.と表記がある設問は、多肢式（複数回答可）のため、合計は 100％以上となる 

●回答数が０（皆無）の選択肢は、グラフ中の構成比の表記を省略している場合がある 

  

 15 歳～19歳 
震災当時入学前～ 

小学校中学年相当 

20歳～21歳 
震災当時 

小学校高学年相当 

22歳～25歳 
震災当時 

中学生相当 

合  計 

岩手県 
男性 3 4 17 24 

100 
女性 17 17 42 76 

宮城県 
男性 2 5 23 30 

100 
女性 18 18 34 70 

福島県 
男性 2 7 11 20 

100 
女性 15 21 44 80 

全   体 57 72 171 300 
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４．調査結果の概要 

（１）東日本大震災発生当時の住まい周辺の危険度 

東日本大震災発生当時のお住まい周辺は、地震や津波に対してどの程度安全な場所だったと思いますか。 

（回答は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）危険の具体的な内容【M.A.】 

【「どちらかといえば危険」「かなり危険」と答えた方に】 

どのような点で危険な地域でしたか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

木造住宅が密集している

ブロック塀や通行の障害物
が多い

道路が狭く、複雑に入り組ん
でいる

地盤が弱い（揺れやすい、
液状化が起こる危険がある）

がけ地、傾斜地にある
（近い）

海岸に近く津波や高潮の
危険がある

河川や水路が近く津波や
氾濫の危険がある

危険物を扱う工場や危険な
建物・建造物が近くにある

その他

22.2 

38.4 

27.3 

18.2 

24.2 

31.3 

36.4 

5.1 

2.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

全体（n=99）

14.3 

17.9 

28.6 

17.9 

21.4 

53.6 

46.4 

7.1 

0.0 

23.5 

38.2 

23.5 

23.5 

8.8 

35.3 

29.4 

0.0 

2.9 

27.0 

54.1 

29.7 

13.5 

40.5 

10.8 

35.1 

8.1 

2.7 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

岩手県（n=28）

宮城県（n=34）

福島県（n=37）

12.0 

18.0 

11.0 

7.0 

51.7 

52.0 

52.0 

51.0 

25.0 

21.0 

25.0 

29.0 

8.0 

7.0 

9.0 

8.0 

3.3 

2.0 

3.0 

5.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=300）

岩手県（n=100）

宮城県（n=100）

福島県（n=100）

かなり安全 どちらかといえば安全 どちらかといえば危険 かなり危険 わからない
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（３）東日本大震災による自宅の被害状況【M.A.】 

東日本大震災発生当時、あなたのご自宅では、どのような被害がありましたか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）現在の住まいの地域 

現在、お住まいの地域は、以下のどちらですか。（回答は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

停電した

高いところの物が落下した

断水した

家の中のタンスや本棚が
倒れた

家の壁にひびが入ったり
はがれ落ちた

ガスが停止した

屋根のかわらが落ちたり
ずれた

門柱や塀が崩れた

家屋が傾いた

窓ガラスが割れたり
外れたりした

家屋が倒壊・流出した

裏山や斜面が崩れたりした

けがなどの人的な被害が
あった

津波などの水が家に入って
きた

火災があった

液状化があった

ガス漏れがあった

その他

特に被害はなかった

75.3 

68.0 

68.0 

56.3 

41.0 

32.7 

14.7 

10.7 

9.3 

9.0 

5.7 

5.3 

4.3 

2.7 

1.7 

1.7 

1.0 

1.0 

5.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=300）

92.0 

62.0 

61.0 

42.0 

28.0 

32.0 

8.0 

8.0 

9.0 

5.0 

4.0 

3.0 

4.0 

2.0 

2.0 

1.0 

1.0 

2.0 

2.0 

87.0 

72.0 

81.0 

67.0 

46.0 

52.0 

17.0 

11.0 

11.0 

13.0 

6.0 

4.0 

5.0 

5.0 

2.0 

2.0 

1.0 

1.0 

4.0 

47.0 

70.0 

62.0 

60.0 

49.0 

14.0 

19.0 

13.0 

8.0 

9.0 

7.0 

9.0 

4.0 

1.0 

1.0 

2.0 

1.0 

0.0 

9.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

岩手県（n=100）

宮城県（n=100）

福島県（n=100）

58.0 

55.0 

59.0 

60.0 

30.0 

31.0 

30.0 

29.0 

12.0 

14.0 

11.0 

11.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=300）

岩手県（n=100）

宮城県（n=100）

福島県（n=100）

東日本大震災が発生した当時と同じ住所 住所は異なるが、当時と同じ都道府県内 当時と異なる地域
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（５）災害への備えとして実施していたこと【M.A.】 

東日本大震災以後、ご自宅では、災害への備えに関することについて、どのようなことを行っていますか。 

（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

  

食料・飲料などの備蓄

携帯ラジオ・懐中電灯などの
用意

家具が倒れないように固定
する

非常持ち出し品の用意

車のガソリンなどのこまめ
な給油

家族との連絡方法や
落ち合う場所を決める

災害時の避難場所を決める

ハザードマップなどで自宅
や地域の危険を確認する

マスク・消毒用品・体温計
などを持ち出す用意

常用薬・処方薬を持ち出す
用意

風呂にいつも水をいれて
おく

家屋の耐震化や補強

就寝場所や備蓄品の置き
場所などを考える

屋外の飛散・倒壊しやすい
ものの固定や補強

寒暖の調節がしやすい衣類
の用意

地震保険への加入

防災についての家族の役割
を決める

消火器や水を入れたバケツ
の用意

避難訓練・防災訓練に参加
する

ガラスの飛散防止

近所の高齢者・要配慮者の
把握

自主防災組織への参加

その他

特にない

52.7 

38.7 

37.3 

36.0 

34.7 

24.7 

23.3 

22.7 

22.7 

16.0 

14.7 

14.7 

11.7 

11.7 

11.3 

10.7 

10.0 

5.3 

5.0 

3.3 

1.3 

1.0 

0.0 

17.7 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

全体（n=300）

48.0 

47.0 

33.0 

36.0 

33.0 

21.0 

24.0 

22.0 

18.0 

13.0 

10.0 

9.0 

7.0 

10.0 

13.0 

6.0 

9.0 

4.0 

3.0 

3.0 

0.0 

0.0 

0.0 

19.0 

57.0 

40.0 

41.0 

38.0 

33.0 

33.0 

25.0 

25.0 

24.0 

17.0 

20.0 

15.0 

12.0 

10.0 

7.0 

10.0 

10.0 

6.0 

8.0 

3.0 

0.0 

2.0 

0.0 

14.0 

53.0 

29.0 

38.0 

34.0 

38.0 

20.0 

21.0 

21.0 

26.0 

18.0 

14.0 

20.0 

16.0 

15.0 

14.0 

16.0 

11.0 

6.0 

4.0 

4.0 

4.0 

1.0 

0.0 

20.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

岩手県（n=100）

宮城県（n=100）

福島県（n=100）
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（６）東日本大震災の記憶（経験）について家庭で自ら話す頻度 

あなたは、東日本大震災の記憶（経験）について、ご家庭で自ら話すことは、どの程度ありますか。（回答は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）東日本大震災の記憶（経験）について家庭で自ら話す頻度の増減 

あなたが、東日本大震災の記憶（経験）について、ご家庭で自ら話すことは、昔と比べて増えましたか、それとも減り

ましたか。（回答は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.3 

11.0 

15.0 

14.0 

86.7 

89.0 

85.0 

86.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=300）

岩手県（n=100）

宮城県（n=100）

福島県（n=100）

昔より増えている 昔より減っている

1.7 

1.0 

3.0 

1.0 

8.0 

6.0 

10.0 

8.0 

43.7 

45.0 

38.0 

48.0 

42.3 

45.0 

44.0 

38.0 

4.3 

3.0 

5.0 

5.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=300）

岩手県（n=100）

宮城県（n=100）

福島県（n=100）

日々、よく話すほうだ 月に何度か話すことがある

たまに話すことがある 覚えていることはあるが、ほとんど話さない

覚えていることがほとんどない
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（８）東日本大震災への関心 

あなたは、東日本大震災について、関心を持っていますか。（回答は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）東日本大震災の情報源【M.A.】 

あなたが、東日本大震災の情報に触れる機会にはどのようなものがありますか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

  

テレビのニュース・特集など

新聞記事

本・雑誌

インターネット
（記事・動画など）

SNS（Twitter、Facebook、
Instagramなど）

学校で行う授業や講演・学習
活動など

地域で行う講演・催事・訓練
など

震災に関する資料館・展示
など

その他

特にない

86.3 

33.0 

8.7 

51.0 

42.3 

18.7 

10.3 

15.0 

0.7 

7.3 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=300）

84.0 

32.0 

6.0 

54.0 

46.0 

18.0 

16.0 

19.0 

0.0 

8.0 

87.0 

30.0 

8.0 

42.0 

37.0 

22.0 

9.0 

13.0 

2.0 

8.0 

88.0 

37.0 

12.0 

57.0 

44.0 

16.0 

6.0 

13.0 

0.0 

6.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

岩手県（n=100）

宮城県（n=100）

福島県（n=100）

36.7 

34.0 

41.0 

35.0 

41.0 

44.0 

39.0 

40.0 

17.0 

17.0 

16.0 

18.0 

3.3 

3.0 

3.0 

4.0 

2.0 

2.0 

1.0 

3.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=300）

岩手県（n=100）

宮城県（n=100）

福島県（n=100）

関心を持っている まあ関心を持っている どちらともいえない

あまり関心を持っていない 関心を持っていない
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（１０）「東日本大震災の経験や教訓」についてもっと知りたいか 

あなたは、「東日本大震災の経験や教訓」について、もっと知りたいと思いますか。（回答は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）東日本大震災の経験や教訓が「風化」していると思うか 

あなたの中で、東日本大震災の経験や教訓が「風化」していると思いますか。（回答は１つだけ） 

※風化＝記憶や印象が月日と共に薄れていくこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.0 

5.0 

5.0 

11.0 

54.7 

57.0 

58.0 

49.0 

21.0 

22.0 

20.0 

21.0 

15.0 

13.0 

15.0 

17.0 

2.3 

3.0 

2.0 

2.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=300）

岩手県（n=100）

宮城県（n=100）

福島県（n=100）

まったく風化していない 少し風化している どちらともいえない

かなり風化している 完全に風化している

23.0 

22.0 

24.0 

23.0 

45.0 

46.0 

46.0 

43.0 

21.3 

20.0 

21.0 

23.0 

8.3 

8.0 

8.0 

9.0 

2.3 

4.0 

1.0 

2.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

全体（n=300）

岩手県（n=100）

宮城県（n=100）

福島県（n=100）

とてもそう思う まあそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない まったくそう思わない
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（１２）東日本大震災の経験や教訓の「風化」をどのように感じるか 

あなたは、東日本大震災の経験や教訓の「風化」についてどのように感じますか。（それぞれ１つずつ） 

 

 

東日本大震災の経験や教訓の「風化」をどのように感じるか（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災の経験や教訓の「風化」をどのように感じるか（岩手県） 

 

 

 

 

 

 

  

9.0 

30.0 

47.0 

54.0 

27.0 

57.0 

46.0 

37.0 

35.0 

33.0 

22.0 

15.0 

15.0 

10.0 

35.0 

9.0 

6.0 

1.0 

1.0 

5.0 

3.0 

3.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

月日を経て風化することは、やむを得

ない（n=100）

直接経験したことでなければ、長く記

憶や印象には残らない（n=100）

教訓や災害への備えの大切さは、経

験と一緒に語り継がれる方がよい

（n=100）

災害の経験や教訓を次世代にも伝え

続けることが大切だ（n=100）

過去の災害を伝えるよりも、新たな災

害・危機などについて伝えるべきだ

（n=100）

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

12.0 

30.3 

45.0 

52.7 

25.7 

58.3 

43.0 

37.3 

33.0 

31.3 

17.7 

15.7 

15.7 

12.0 

33.0 

9.0 

7.7 

1.7 

1.7 

7.7 

3.0 

3.3 

0.3 

0.7 

2.3 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

月日を経て風化することは、やむを得

ない（n=300）

直接経験したことでなければ、長く記

憶や印象には残らない（n=300）

教訓や災害への備えの大切さは、経

験と一緒に語り継がれる方がよい

（n=300）

災害の経験や教訓を次世代にも伝え

続けることが大切だ（n=300）

過去の災害を伝えるよりも、新たな災

害・危機などについて伝えるべきだ

（n=300）

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない



 

9 

 

自主調査 調査結果概要 

©SURVEY RESEARCH CENTER CO.,LTD. 

 

東日本大震災の経験や教訓の「風化」をどのように感じるか（宮城県） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東日本大震災の経験や教訓の「風化」をどのように感じるか（福島県） 

 
 

 
  

15.0 

40.0 

44.0 

51.0 

23.0 

66.0 

35.0 

41.0 

39.0 

35.0 

9.0 

14.0 

11.0 

8.0 

26.0 

8.0 

6.0 

3.0 

1.0 

11.0 

2.0 

5.0 

1.0 

1.0 

5.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

月日を経て風化することは、やむを得

ない（n=100）

直接経験したことでなければ、長く記

憶や印象には残らない（n=100）

教訓や災害への備えの大切さは、経

験と一緒に語り継がれる方がよい

（n=100）

災害の経験や教訓を次世代にも伝え

続けることが大切だ（n=100）
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会社概要 

●会社名 株式会社サーベイリサーチセンター 

●所在地 東京都荒川区西日暮里2丁目40番 10号 

●設立 1975（昭和 50）年 2月 

●資本金 6,000万円 

●年商 74億円（2019年度） 

●代表者 代表取締役 藤澤 士朗、長尾 健、石川 俊之 

●社員数 社員271 名、契約スタッフ 456名 合計 727名（2020年 3月１日現在） 

●事業所 東京（本社）、札幌、盛岡、仙台、静岡、名古屋、大阪、岡山、広島、高松、福岡、熊本、那覇 

●主要事業 世論調査・行政計画策定支援、都市・交通計画調査、マーケティング・リサーチ 

●所属団体 日本世論調査協会 

日本マーケティング・リサーチ協会（JMRA） 

日本災害情報学会 

交通工学研究会 

日本観光振興協会 他 

●その他 ISO9001認証取得（2000年 6月） 

プライバシーマーク付与認定（2000年 12月） 

ISO20252 認証取得（2010年 10 月） 

ISO27001 認証取得（2015年 11月）※ 

※認証区分及び認証範囲： 

  ・MR部及びGMR部が実施するインターネットリサーチサービスの企画及び提供 

  ・全国ネットワーク部及び沖縄事務所が実施する世論・市場調査サービスの企画及び提供 

 

 

 

本件に関するお問合せ先 

株式会社サーベイリサーチセンター https://www.surece.co.jp/ 

 

●広報担当 松下 正人 E-mail：src_support@surece.co.jp 

品質部 TEL：03-3802-6779 FAX：03-3802-6729 

●調査担当 岩崎 雅宏 E-mail：iwa_m@surece.co.jp 

営業企画本部 TEL：03-3802-6727 FAX：03-3802-7321 

 

●調査結果の引用にあたっては、調査主体名として「株式会社サーベイリサーチセンター」を必ず明記して 

利用してください 

●調査結果の無断転載・複製を禁じます 

●本紙に記載している情報は、発表日時点のものです 

 


